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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

営業収入 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 72,202 ― 2,423 ― 2,341 ― 1,059 ―
20年3月期第1四半期 69,595 0.1 2,938 40.6 3,104 39.5 1,921 44.5

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期純利
益

円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 29.44 ―
20年3月期第1四半期 53.39 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 117,953 64,602 53.1 1,741.02
20年3月期 129,518 67,546 50.6 1,819.18

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  62,676百万円 20年3月期  65,489百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 12.00 ― 13.00 25.00
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― 13.00 ― 14.00 27.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

営業収入 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 154,600 8.0 5,600 △6.9 5,700 △13.3 3,400 △14.8 94.45
通期 315,000 7.8 13,500 △2.8 13,500 △9.6 8,000 △12.7 222.22

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】  ４． その他をご覧下さい。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】  ４． その他をご覧下さい。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1.平成20年5月13日に公表いたしました連結業績予想は、第2四半期連結累計期間、通期とも本資料において修正しております。 
2.本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業 
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について、及び上記1に係る 
業績予想の具体的修正内容は、３ページ【定性的情報・財務諸表】3.連結業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。 
3.当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準第14号） 
を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  36,000,000株 20年3月期  36,000,000株
② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  381株 20年3月期  339株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期  35,999,655株 20年3月期第1四半期  35,999,831株



【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

　当第１四半期連結会計期間（以下、当第１四半期という。）における世界経済は、欧州経済の底堅い拡大や中国を

中心とするアジア経済の持続的な高成長が寄与したものの、米国のサブプライムローン（信用力の低い個人向け住宅

融資）問題を発端とする金融不安の長期化や資源価格の高騰による物価上昇などにより、景気の減速が鮮明となりま

した。我が国経済は、物価の上昇による個人消費の減退や設備投資の鈍化などが見られ、景気の先行きの不透明感が

強まりました。

　当社グループの当第１四半期の航空貨物輸送は、燃油サーチャージの高騰などによる海上輸送への切り替えの動き

が引続き見られましたが、米州、東アジア・オセアニア地域を中心とした堅調な荷動きもあり、航空輸出貨物重量は

前年同期比2.2%増、航空輸入貨物件数は同0.3%減となりました。一方、海上貨物輸送は、輸出容積で前年同期比19.5%

増、輸入件数でも同8.6%増となり、順調に拡大いたしました。

＜日本＞

  航空輸出貨物は、中・東欧向けの薄型テレビ部材やアジア向けの通信機器用バッテリーで活発な荷動きが見られた

ものの、特に北米向け自動車関連品やデジタル家電関連品の出荷が減少し、取扱い重量は前年同期比0.1％減となりま

した。航空輸入貨物は、パソコンや通信機器、半導体関連品等の減少により、取扱い件数は前年同期比3.3％減となり

ました。海上輸出貨物では設備輸送や各種機械、自動車部品の取扱いを中心に順調に拡大し、輸出容積で前年同期比

23.0％増となりました。海上輸入貨物では、アパレル関連品や自動車部品等が増加し、取扱い件数で同8.3％増となり

ました。この結果、国内関係会社を含めた日本の営業収入は31,856百万円となり前年同期比5.5％増となりました。

＜米州＞

  航空輸出貨物は、エレクトロニクス関連の既存顧客の拡販が進んだことやドル安の影響もあり、取扱い重量は前年

同期比8.1％増となりました。航空輸入貨物は、前期から当社グループを挙げて取り組んでいるアジア発北米向け取扱

い物量拡大施策の結果が徐々に現れ、取扱い件数で前年同期比3.9％増となりました。海上貨物は、輸出容積で前年同

期比10.1％増、輸入件数で同14.2％増となりました。これらにより米州全体の営業収入は9,236百万円、前年同期比

5.4％増となりました。

　なお、1米ドルあたりの円換算レートは、当第１四半期が100.19円、前年同期が118.05円であります。

＜欧州・アフリカ＞

  航空輸出貨物は、自動車関連品やエレクトロニクス関連品を中心に新規獲得等による取扱いの拡大が進みましたが、

既存顧客の荷動きの減速により、取扱い重量は前年同期比1.3％減となりました。航空輸入貨物は、主に中・東欧にお

いてデジタル家電品の部品・部材が好調に推移したものの、他の地域においては物量の伸びが見られず、取扱い件数

は前年同期比1.6％減となりました。海上貨物は、輸出容積で前年同期比15.0％減、輸入件数で同0.8％減となりまし

た。しかしながら、緊急輸送の増加やロジスティクス販売の拡大もあり、欧州・アフリカ全体の営業収入は6,423百万

円、前年同期比10.0％増となりました。

＜東アジア・オセアニア＞

  航空輸出貨物は、デジタル家電品やノートパソコンの取扱いの増加や北米向け輸送物量の拡大施策が功を奏し、重

量で前年同期比12.7％増となりました。航空輸入貨物は、主要取扱い品目である電子部品・半導体関連品を中心に堅

調な荷動きが見られ、取扱い件数は前年同期比2.4％増となりました。海上貨物は、輸出容積で前年同期比23.2％増、

輸入件数で同14.3％増となり好調に推移いたしました。これらにより、東アジア・オセアニア全体の営業収入は18,966

百万円となり前年同期比3.1％増となりました。

＜東南アジア・中近東＞

  航空貨物は、中堅顧客の開拓が進んだものの、全体的に大手既存顧客の物量が伸び悩み、輸出の取扱い重量は前年

同期比20.2％減、輸入の取扱い件数は同1.7％減となりました。一方、海上貨物は輸出容積で前年同期比23.8％増、輸

入件数で同0.3％減となりました。この結果、東南アジア・中近東全体の営業収入は5,719百万円、前年同期比10.8％

減となりました。

  以上により、当第１四半期の連結営業収入は72,202百万円（前年同期比3.7％増）となりましたが、度重なる燃油

サーチャージの値上げ等による運賃原価の影響を受け、営業利益は2,423百万円（同17.5％減）、経常利益は2,341百

万円（同24.6％減）となりました。
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２．連結財政状態に関する定性的情報

　当第１四半期末における総資産は、現金及び預金や売掛金が減少したことなどにより、前期末に比べ11,565百万円

減少し、117,953百万円となりました。

　負債は、買掛金及び未払金が減少したことなどにより、前期末に比べ8,621百万円減少し、53,350百万円となりまし

た。純資産は、利益剰余金は増加したものの、為替換算調整勘定が減少したことなどにより、前期末に比べ2,943百万

円減少し、64,602百万円となりました。

３．連結業績予想に関する定性的情報

　平成21年３月期（平成20年４月１日～平成21年３月31日）の連結業績予想につきまして、以下のとおり修正いたし

ます。

（１）第２四半期連結累計期間の連結業績予想（平成20年４月１日～平成20年９月30日)

　(単位：百万円)

 営業収入 営業利益 経常利益 四半期純利益
１株当たり

四半期純利益

前回発表予想（Ａ）

(平成20年５月13日発表)
154,000 7,300 7,200 4,200 116円67銭

今回修正予想（Ｂ） 154,600 5,600 5,700 3,400 94円45銭

増減額（Ｂ－Ａ） 600 △1,700 △1,500 △800 －

増減率（％） 0.4 △23.3 △20.8 △19.0 －

(参考)前年同期実績 143,152 6,015 6,576 3,991 110円89銭

（２）通期の連結業績予想（平成20年４月１日～平成21年３月31日)

　(単位：百万円)

 営業収入 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ）

(平成20年５月13日発表)
320,000 16,000 16,000 9,300 258円34銭

今回修正予想（Ｂ） 315,000 13,500 13,500 8,000 222円22銭

増減額（Ｂ－Ａ） △5,000 △2,500 △2,500 △1,300 －

増減率（％） △1.6 △15.6 △15.6 △14.0 －

(参考)前期実績 292,333 13,893 14,931 9,160 254円47銭

（３）修正の理由

　連結業績予想につきましては、引続き航空運賃及び燃油サーチャージの値上がり等による原価の上昇が見込まれる

一方、サブプライムローン（低所得者向け住宅融資）問題に端を発する金融不安、景気の後退懸念が航空貨物の荷動

きの減速に繋がることが懸念されますので、当第１四半期の実績を踏まえ、上記のように修正いたしました。

　今後も厳しい経営環境が予想されますが、今期を初年度とする「第三次中期経営計画」（平成21年３月期～平成24

年３月期、４ヵ年）で掲げた基本方針・施策を確実に実行し、最終年度の目標達成に向け全社一丸となって邁進して

まいります。
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（参考）

　平成21年３月期（平成20年４月１日～平成21年３月31日）の個別業績予想につきましても同様の理由により下記の

とおり修正いたします。

（１）第２四半期累計期間の個別業績予想（平成20年４月１日～平成20年９月30日)

　(単位：百万円)

 営業収入 営業利益 経常利益 四半期純利益
１株当たり

四半期純利益

前回発表予想（Ａ）

(平成20年５月13日発表)
54,000 1,800 2,400 1,400 38円89銭

今回修正予想（Ｂ） 52,900 500 1,200 700 19円44銭

増減額（Ｂ－Ａ） △1,100 △1,300 △1,200 △700 －

増減率（％） △2.0 △72.2 △50.0 △50.0 －

(参考)前年同期実績 49,142 1,696 2,266 1,316 36円56銭

（２）通期の個別業績予想（平成20年４月１日～平成21年３月31日)

　(単位：百万円)

 営業収入 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ）

(平成20年５月13日発表)
111,000 4,400 5,400 3,200 88円89銭

今回修正予想（Ｂ） 110,000 1,800 3,300 2,000 55円56銭

増減額（Ｂ－Ａ） △1,000 △2,600 △2,100 △1,200 －

増減率（％） △0.9 △59.1 △38.9 △37.5 －

(参考)前期実績 102,230 3,213 5,095 3,168 88円02銭

　なお、業績予想に関する事項につきましては、本日別途開示する「平成21年３月期業績予想の修正に関するお知ら

せ」もご参照下さい。

(注)業績などの予想に関する注意事項

上記の予想数値は現時点で得られた情報に基づいて判断したものであり、実際の業績はさまざまな要因により当該

予想と異なる可能性があります。
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４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　影響額が僅少なものについて、一部簡便な方法を採用しております。　

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

１．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財

務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

２．所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっ

ておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会、企業会計基準第13号　平成19年

３月30日改正）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　企業会計基準適用

指針第16号　平成19年３月30日改正）が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務

諸表から適用することができることになったことに伴い、平成20年４月１日以降にリース取引開始となる契

約からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。

　また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期

間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法を採用しております。

　なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃

貸借に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。

　これに伴う営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

３．当第１四半期より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報

告第18号　平成18年５月17日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

　これに伴う営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 24,194 28,734

受取手形及び売掛金 47,742 52,792

その他 3,588 3,651

貸倒引当金 △360 △381

流動資産合計 75,165 84,796

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 18,247 18,898

その他（純額） 13,148 13,697

有形固定資産合計 31,396 32,596

無形固定資産   

のれん 286 291

その他 2,675 3,045

無形固定資産合計 2,962 3,336

投資その他の資産 8,428 8,789

固定資産合計 42,787 44,721

資産合計 117,953 129,518

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 22,688 26,351

短期借入金 12,117 14,599

未払法人税等 1,675 3,142

賞与引当金 1,166 1,636

役員賞与引当金 102 246

その他 8,032 10,520

流動負債合計 45,784 56,497

固定負債   

長期借入金 6,092 3,941

退職給付引当金 907 909

その他 566 623

固定負債合計 7,565 5,474

負債合計 53,350 61,972



（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,216 7,216

資本剰余金 4,867 4,867

利益剰余金 51,731 51,150

自己株式 △1 △0

株主資本合計 63,813 63,233

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 743 764

為替換算調整勘定 △1,880 1,491

評価・換算差額等合計 △1,137 2,256

少数株主持分 1,926 2,056

純資産合計 64,602 67,546

負債純資産合計 117,953 129,518



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

営業収入 72,202

営業原価 61,489

営業総利益 10,712

販売費及び一般管理費 8,289

営業利益 2,423

営業外収益  

受取利息 102

受取配当金 14

負ののれん償却額 7

雑収入 35

営業外収益合計 160

営業外費用  

支払利息 98

為替差損 71

持分法による投資損失 66

雑支出 5

営業外費用合計 242

経常利益 2,341

特別利益  

前期損益修正益 19

固定資産売却益 3

特別利益合計 23

特別損失  

固定資産除却損 1

投資有価証券評価損 82

損害補償損失引当金繰入額 46

特別損失合計 130

税金等調整前四半期純利益 2,234

法人税等 1,072

少数株主利益 101

四半期純利益 1,059



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 2,234

減価償却費 810

のれん償却額 12

負ののれん償却額 △7

賞与引当金の増減額（△は減少） △372

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △138

退職給付引当金の増減額（△は減少） 33

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4

受取利息及び受取配当金 △117

支払利息 98

持分法による投資損益（△は益） 66

固定資産売却損益（△は益） △3

固定資産除却損 1

投資有価証券評価損益（△は益） 82

損害賠償損失引当金繰入額 46

売上債権の増減額（△は増加） 767

仕入債務の増減額（△は減少） △840

その他 △1,866

小計 802

利息及び配当金の受取額 144

利息の支払額 △113

法人税等の支払額 △2,365

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,532

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の払戻による収入 165

有形固定資産の取得による支出 △458

有形固定資産の売却による収入 9

投資有価証券の取得による支出 △3

貸付けによる支出 △0

貸付金の回収による収入 3

敷金及び保証金の差入による支出 △114

敷金及び保証金の回収による収入 91

その他 80

投資活動によるキャッシュ・フロー △225



（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 495

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △21

長期借入れによる収入 2,600

長期借入金の返済による支出 △3,074

自己株式の取得による支出 △0

配当金の支払額 △467

財務活動によるキャッシュ・フロー △467

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,116

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,342

現金及び現金同等物の期首残高 28,500

現金及び現金同等物の四半期末残高 24,158



　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（５）セグメント情報

ａ．事業の種類別セグメント情報

　貨物運送事業の営業収入及び営業利益の金額は、全セグメントの営業収入の合計及び営業利益の合計に占め

る割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

ｂ．所在地別セグメント情報

  当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

日本
（百万円）

米州
（百万円）

欧州・アフ
リカ
（百万円）

東アジア・
オセアニア
（百万円）

東南アジ
ア・中近東
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

Ⅰ　営業収入及び営業利益

営業収入

(1）外部顧客に対する

営業収入
31,856 9,236 6,423 18,966 5,719 72,202 － 72,202

(2）セグメント間の内

部営業収入又は振

替高

308 876 252 249 103 1,789 △1,789 －

計 32,165 10,112 6,675 19,215 5,823 73,992 △1,789 72,202

営業利益 501 480 227 917 304 2,432 △8 2,423

　（注）１．地域区分は事業活動の相互関連性及び地理的近接度を考慮し、区分しております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域は次のとおりであります。

(1）米州………………………………米国、カナダ、及び中南米諸国

(2）欧州・アフリカ…………………英国、ドイツ、フランス、イタリア、オランダ、ベルギー、スイス、ア

イルランド、ロシア、南アフリカ及びその他の欧州、アフリカ諸国

(3）東アジア・オセアニア…………香港、中国、韓国、台湾、フィリピン、オーストラリア

(4）東南アジア・中近東……………シンガポール、マレーシア、タイ、インド、インドネシア、ベトナム、

中近東諸国

ｃ．海外売上高

  当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

米州
欧州・
アフリカ

東アジア・
オセアニア

東南アジア・
中近東

計

Ⅰ　海外営業収入（百万円） 9,237 6,425 18,966 5,720 40,349

Ⅱ　連結営業収入（百万円） － － － － 72,202

Ⅲ　海外営業収入の連結営業収入

に占める割合（％）
12.8 8.9 26.3 7.9 55.9

　（注）１．地域区分は事業活動の相互関連性及び地理的近接度を考慮し、区分しております。

２．各区分に属する主な国又は地域は次のとおりであります。

(1）米州………………………………米国、カナダ、及び中南米諸国

(2）欧州・アフリカ…………………英国、ドイツ、フランス、イタリア、オランダ、ベルギー、スイス、ア

イルランド、ロシア、南アフリカ及びその他の欧州、アフリカ諸国

(3）東アジア・オセアニア…………香港、中国、韓国、台湾、フィリピン、オーストラリア

(4）東南アジア・中近東……………シンガポール、マレーシア、タイ、インド、インドネシア、ベトナム、

中近東諸国

３．海外営業収入は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における営業収入であります。

－ 1 －



（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。

－ 2 －



「参考資料」

前四半期に係る財務諸表等

（１）（要約）四半期連結損益計算書

科目

前年第１四半期
（自　平成19年４月１日
至　平成19年６月30日）

金額（百万円）

Ⅰ　営業収入 69,595

Ⅱ　営業原価 58,252

営業総利益 11,342

Ⅲ　販売費及び一般管理費 8,404

営業利益 2,938

Ⅳ　営業外収益 278

１．受取利息 102

　２．受取配当金 15

　３．持分法による投資利益 8

　４．負ののれん償却額 8

　５．外国為替差益 87

６．雑収入 56

Ⅴ　営業外費用 112

１．支払利息 108

２．雑支出 3

経常利益 3,104

税金等調整前四半期純利益 3,104

法人税、住民税及び事業税 1,064

少数株主利益 118

四半期純利益 1,921

－ 1 －



（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

前年第１四半期
（自　平成19年４月１日
至　平成19年６月30日）

区分 金額（百万円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 3,104

減価償却費 881

のれん償却費 14

負ののれん償却額 △8

賞与引当金の増（減）額 △157

役員賞与引当金の増（減）額 △200

退職給付引当金の増（減）額 △77

貸倒引当金の増（減）額 3

受取利息及び受取配当金 △117

支払利息 108

持分法による投資損益 △8

売上債権の（増）減額 1,735

仕入債務の増（減）額 △3,604

その他の増減額 △443

小計 1,229

利息及び配当金の受取額 129

利息の支払額 △162

法人税等の支払額 △1,520

営業活動によるキャッシュ・フロー △323

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △120

定期預金の払戻による収入 2,048

有形固定資産の取得による支出 △484

有形固定資産の売却による収入 8

投資有価証券の取得による支出 △130

子会社株式の追加取得による支出 △15

貸付による支出 △19

貸付金の回収による収入 11

敷金・保証金の預入による支出 △140

敷金・保証金の回収による収入 52

その他の増減額 229

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,437

－ 2 －



前年第１四半期
（自　平成19年４月１日
至　平成19年６月30日）

区分 金額（百万円）

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増（減）額 1,296

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △24

長期借入による収入 1,600

長期借入金の返済による支出 △1,919

配当金の支払額 △395

少数株主への配当金の支払額 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 556

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 △454

Ⅴ　現金及び現金同等物の増加額（又は減少額） 1,215

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 19,467

Ⅶ　現金及び現金同等物の期末残高 20,683

－ 3 －



（３）セグメント情報

ａ．事業の種類別セグメント情報

　貨物運送事業の営業収入及び営業利益の金額は、全セグメントの営業収入の合計及び営業利益の合計に占め

る割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

ｂ．所在地別セグメント情報

前年第１四半期（自平成19年４月１日　　至平成19年６月30日）

日本
（百万円）

米州
（百万円）

欧州・
アフリカ　
（百万円）

　

東アジア・
オセアニア

　
（百万円）

　

東南アジア・
中近東

（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

営業収入 30,564 9,817 6,103 18,666 6,511 71,663 △2,068 69,595

営業費用 29,276 9,418 6,057 17,771 6,180 68,703 △2,046 66,656

営業利益 1,288 399 46 894 331 2,959 △21 2,938

ｃ．海外売上高

前年第１四半期（自平成19年４月１日　　至平成19年６月30日）

 米州
欧州・
アフリカ

東アジア・
オセアニア

東南アジア・
中近東

計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 8,766 5,846 18,397 6,414 39,425

Ⅱ　連結売上高（百万円） － － － － 69,595

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
12.6 8.4 26.4 9.2 56.6

－ 4 －
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